
避難疲れツボ押し解消

明治国際医療大ＨＰに家庭用手引
！
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東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
に

役
立
て
て
も
ら
お
う
と
、
南
丹

市
日
吉
町
の
明
治
国
際
医
療
大

が
、
ス
ト
レ
ス
軽
減
や
、
こ
り

解
消
の
方
法
を
ま
と
め
た
手
引

「
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
ケ
ア
」

を
ホ
ー
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て

い
る
。
鍼
灸
を
専
門
と
す
る

大
学
な
ら
で
は
の
取
り
組
み
で
一

被
災
地
を
支
援
す
る
。
幅
広
い
一

症
状
へ
の
対
処
法
を
図
入
り
で

示
し
、
日
常
生
活
で
も
役
立

こ

内
容
に
な
っ
て
い
る
ｏ
　
　
　
。

ストレスやこりの解消に役立つ手引を手に、被災地支援

について語る矢野学部長（l狗列中央）ら（南丹市で）

活
動
を
展
開
し
た
。
さ
ら
に
、

放
射
線
測
量
や
支
援
物
資
提

供
、
学
内
で
の
募
金
活
動
や
ポ
ー

ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
開
催
な
ど
幅
・

広
い
取
り
組
み
を
進
め
て
き

た
。

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
復
興
支

援
特
設
サ
イ
ト
」
で
公
開
中
の

手
引
は
２
種
類
。
避
難
所
や
仮

設
住
宅
で
の
む
ら
し
に
よ
る
ス

ト
レ
ス
や
体
の
晦
み
解
消
に
役

立
て
て
も
ら
お
う
と
ま
と
め

た
。
鍼
灸
学
部
が
ま
と
め
た
手

　
明
治
国
際
医
療
大
で
は
、
震
一
引
で
は
、
短
時
間
で
癒
や
し
効

災
後
、
鍼
灸
学
部
の
今
井
賢
治
果
が
得
ら
れ
る
と
い
う
「
簡
単

教
授
（
4
6
）
と
伊
藤
和
憲
准
教
授
タ
ッ
チ
ケ
ア
」
に
つ
い
て
、
―
首

（
3
9
）
が
、
災
当
医
療
活
動
な
ど
一
や
日
、
背
中
へ
の
な
で
・
さ
す

の
連
携
協
定
を
結
ん
で
い
る
ア

ジ
ア
医
師
連
絡
協
議
会
（
Ａ
Ｍ

Ｄ
Ａ
）
と
被
災
地
で
鍼
灸
治
療

り
は
「
手
の
ひ
ら
を
ぴ
っ
た
り

と
あ
て
て
１
秒
間
に
５
ち
程
度

の
ス
ピ
ー
ド
で
」
な
ど
具
体
的

に
解
説
し
て
い
る
。
ボ
ー
ル
や

空
き
瓶
を
使
っ
た
ツ
ボ
療
法
な

ど
の
方
法
も
示
し
た
。

－ ％〃 〃 四 - - i i k a a .

　
も
う
一
つ
の
手
引
は
看
護
学

涵
の
学
生
有
志
に
よ
る
指
を
使

っ
て
で
き
る
ケ
ア
だ
。
不
眠
や

頭
痛
、
ス
ト
レ
ス
緩
和
に
効
果

が
あ
る
ツ
ポ
を
写
真
や
図
入
り

で
解
説
、
学
生
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

も
載
せ
た
。
指
導
し
た
矢
野
忠

∴
黒
灸
学
部
長
（
6
6
）
は
「
ど
ち

ら
の
手
引
も
身
近
な
物
で
で

き
る
対
処
法
を
ま
と
め
た
。

ツ
ボ
療
法
な
ど
は
心
身
の
健

一
康
に
つ
な
が
る
と
と
も
に
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
絆

を
強
め
る
き
っ
か
け
に
な
る
」

と
し
て
い
る
。
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